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オープンサイエンスと
⼤学のIT化
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オープンサイエンスの意義
1. 情報流通の活性化による学問の進展の⾶躍的加速化

• 分野を越えた新たな知⾒の創出や効率的な研究の推進等に
資するとともに、研究成果への理解促進や研究成果の更な
る普及につながる

2. 研究の重複回避による研究開発投資の効率化
• 作業の重複を避け、コストの削減・研究の効率化を図る

3. 研究成果の再現性、透明性の確保
• 社会からの信頼を確保、研究不正を回避することで科学技

術の進展と研究活動の透明性、公正性を確保する

4. 科学技術外交
• 科学技術先進国として地球規模研究への対応、国際的共同

研究・研究交流を図り、国際的競争⼒を強化する
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データの公開と再利⽤

研究成果の再利⽤
研究の発展・加速化

研究公正への対応
研究成果の信頼性確保

研究データの管理・公開が研究者の責務となりつつある時代

Elsevier出版学術誌のデータ共有ポリシー率
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国内動向
• 2013年6⽉

• G8科学⼤⾂会合における研究データのオープン化を確約する共同声明⇒⽇本調印
• 2015年3⽉

• 内閣府「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」報告書
⇒ 2015年度以降はフォローアップ検討会を実施

• 2016年1⽉
• 第5期科学技術基本計画⇒知の基盤の強化向けてオープンサイエンスを推進

• 2016年2⽉
• 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委員会「学術情報のオープン化の推進に

ついて（審議まとめ）」
• 2016年7⽉

• ⽇本学術会議 オープンサイエンスの取組に関する検討委員会「オープンイノベー
ションに資するオープンサイエンスのあり⽅に関する提⾔」

• 2017年6⽉
• 科学技術イノベーション総合戦略2017「オープンサイエンスの推進」

• 2018年6⽉
• 内閣府 「国⽴研究開発法⼈におけるデータポリシー策定のためのガイドライン」

• 2019年6⽉
• 内閣府「統合イノベーション戦略」
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統合イノベーション戦略２０１９
（２）研究データ基盤の整備・国際展開（抜粋）

② ⽬標達成に向けた施策・対応策
＜研究データ基盤及びリポジトリの整備＞
○ 国の各機関において、研究者が信頼して研究データを保存・管理できるためのリポジトリの整備を推奨する。

【全府省庁】
○ 研究データ基盤システムは、⽂部科学省が主体となり、2020年度内の本格運⽤に向けて開発を進める。

【⽂】
○ 公的資⾦による研究活動により⽣み出された研究データの利活⽤とそれによる先進的な研究マネジメント
⽀援を促進するため、ムーンショット型研究開発制度において、先⾏的に研究データ基盤システムの活⽤を
図るなど、先進的なデータマネジメントを推進する。 【科技、⽂、経】

＜研究データの管理・利活⽤についての⽅針・計画の策定等＞
○ 研究データの管理・公開・検索のためのグランドデザインを踏まえ、基盤構築や体制整備等に関係するガイ
ドラインを策定するともに、データマネジメントプランで要求すべき事項等を取りまとめる。



オープンサイエンス対応 － 研究データ基盤
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• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利⽤

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究

成果の公開が可能
• 図書館員やデータキュレータによる、メタ

データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者

間やラボ内で共有・管理
• 組織が提供するストレージに接続した利⽤

が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期



CLOSED

OPEN

データ空間

as

as possible

as

as necessary
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4th Paradigm

9Pilania, G., Liu, XY. & Wang, Z. J Mater Sci (2019) 54: 8361. https://doi.org/10.1007/s10853-019-03434-7



ドイツ学⻑協会
• 2014年に、組織における研究データの管理が⼤学執⾏部の戦略
的課題として提⾔
• デジタル研究データ利⽤の急速な拡⼤が、近年の研究プロセスに⼤き

な影響を与えていることが要因
•研究データ管理を持続的に確実に実施するための4つの対策事
項を設定

1. 機関内連携による適切な研究データ管理
2. ⼤学を超えたシステム連携の強化
3. 研究データ管理のためのリテラシーの強化
4. 研究データ管理のための基盤の強化と透明化
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https://www.hrk.de/positionen/beschluss/detail/management-von-forschungsdaten-
eine-zentrale-strategische-herausforderung-fuer-hochschulleitungen/



エディンバラ⼤学
• 2011年に、エディンバラ⼤学がイギリスで最初に機関の研究
データ管理ポリシーを作成
• 研究者の責任、⼤学の責任、共同の責任について⾔及
• 研究者の責任

• 全ての新しい研究計画には、データの取得、管理、完全性、機密性、保存、共
有、公開について記述された、研究データ管理計画書が含まれなければならな
い。

• ⼤学の責任
• ⼤学は、研究プロジェクトの実施中や終了後に、研究データを利⽤、バック
アップ、登録、⻑期保存できる仕組みとサービスを提供する。

• 共同の責任
• 国際的なデータサービスや研究領域のリポジトリなどに保存されたデータも、

⼤学に登録されるべきである。
• 助成の条件でない限り、研究データの再利⽤や公開する独占権を、データの再

利⽤を可能とする権利を残すことなく、商業出版社や代理店に渡すべきではな
い 。

http://id.nii.ac.jp/1280/00000019/ より抜粋 11

2012年にはRDMロードマップを作成しRDMサービスを⽴ち上げ開始



UCバークレー

• 2013年に、Data Intensive Scienceを促進するためにBerkeley 
Institute for Data Science (BIDS)を設置

• 6つのWGを設置し課題に取組
1. キャリアパスと新しい研究指標
2. 教育とトレーニング
3. ソフトウェアツールと環境
4. 研究再現性とオープンサイエンス
5. ワークスペースと⽂化
6. データサイエンス研究バークレー

• BIDSの他にも、社会科学における研究透明性向上のためのイニ
シアティブ（BITSS）なども発⾜し、研究の透明性と再現性を向
上するための研究データ管理についてサポート
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https://bids.berkeley.edu/about#who-we-are
https://www.bitss.org/



Eインフラに対する欧⽶の意識

• eScienceやData Intensive Scienceの脚光
研究データ管理の重要性を認識

• 組織的なEインフラへの投資
研究⼒の強化に不可⽋

• 両者を有機的に実現可能なPFの必要性

• 組織ごとでのシステム構築は極めて困難
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eScience
Data Intensive Science

Open Science

研究公正
透明性

説明責任
研究データ管理

データに対する２⾯性

国や国際連携レベルでの取り組みへと展開



European Open Science Cloud

• Past: Each Institutions or Project have their own E-Infrastructure

• Future: Integrate Existing E-Infrastructure and make it All EU Available
• Integrate Different Layer Services from Network to Domain DB
• Make it Visible by Developing Portal  (EOSC-hub) and Discovery (OpenAIRE)
• Consider to Support Long-Tail Domain such as Humanity and Social Science
• Consider to Collaborate with Small and Medium Enterprise

Federation 
Services

AAI,
Accounting,
Monitoring,

Basic Infrastructure
Compute and Storage

Open
Collaboration

Platforms

Application 
Repository,

Configuration 
Management,
Marketplace

Common services

Thematic
Service

Thematic
Service

Thematic
Service

Thematic
Service

Thematic
Service

Community Support services

Thematic
Service

Added Value Services
Compute, Data, Software 

Management and Preservation 

1. CLARIN (language resources)
2. DODAS-CMS (high energy physics)
3. ESAS-ENES (Climate analytics)
4. GEOSS (earth observation)
5. OpenCoastS (Coastal circulation forecast)
6. WeNMR (structural biology)
7. EP pillar (Earth observation)
8. DARIAH (digital humanities)
9. LifeWatch (biodiversity)

Common PF for RDM and Sharing

Discovery

Portal

Domain Services

Authn/Authz

Compute Storage

Network
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Australia: Cooperation of Research Institution

• Research Domain Program
Responding to research domain and research community data infrastructure needs

• Research Data Platforms
Underpinning compute, storage and services infrastructure to support the data and 
informatics needs of Australian research and industry

• Sector-wide Support and Engagement
Planning, coordination and leadership to further policy development, international 
engagement, progress a national skills strategy, and support the building and sharing of data 
assets across the sector.

Australian Research Data Commons（ARDC）

Program

Discovery Compute Storage

1. A world leading data advantage
2. Innovation is accelerated
3. Collaboration for borderless research
4. Enhanced translation of research.

Strategy

Cooperation between
(2017/18 Business Plans)
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Australia: ADRC

ARDC appears first 
in 2016 roadmap

Service Architecture is almost same with EOSC
16



Canada
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Collaborative work between NREN, HPC and Library Community



Malaysia
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Africa
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NII Research Data Cloud

20



NII Research Data Cloud
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サービスの対象従来 今後

データ公開基盤

データ検索基盤

データ管理基盤

オープン・クローズド戦略のもとでオープンサイエンスが実現できる基盤

オープン
論⽂・本

クローズド
研究データ



管理基盤 とは
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研究プロジェクト単位で
ファイルなどを管理

学認と連携し安⼼して
共同研究者とファイルを共有

研究データ管理サービス

エクストラストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリケーションはNIIが提供

ストレージは機関毎に準備
NIIストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

最⼩限のデフォルト領域

機関管理

国⽴情報学研究所[Test]

機関提供のストレージを利⽤し
研究証跡を保存・保護

持続的運⽤のための役割分担



京都⼤学ハンズオン・ワークショップ
「GakuNin RDMを使ってみる会」

20⼈程度の研究グループで利⽤した場合の課題調査

2019年8⽉7⽇開催
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名古屋⼤学での利⽤事例

国⽴⼤学経営改⾰促進事業「研究データの⼤学間相互利⽤に向けた
アカデミッククラウドの構築」の⼀環としてGakuNin RDMを活⽤
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北海道⼤学情報基盤センターでの事例

北海道⼤学情報基盤センター・クラウド（ストレージ）の
活⽤事例としてGakuNin RDMを紹介
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北海道連合⼤学機構 三⼤学連携
オープンイノベーションセンターの利⽤事例

システム概念図（サービス展開）

GakuNin
RDM

研究者（ユーザ）

OIC
ストレージ

研究者（ユーザ）

研究者（ユーザ）

ownCloud等(ex:kitCloud)
クラウドファイル共有サービス

⼤学内
ストレージ

北⾒⼯⼤

⼩樽商⼤

帯広畜⼤
SINET

外部ストレージ連携

AWS-S3 API

【通常の経路】
データマネジメント
ファイル共有

【ストレージ連携経路】
ファイル共有

検討事項

学外者とのファイル共有・URL共有のガイドライン策定

北⾒⼯⼤: 2016.10-

(帯広畜⼤: 2021.2-)

(⼩樽商⼤: 2021.4-)

三⼤学データ統合・活⽤検討チーム
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東京⼤学定量⽣命科学研究所での事例

研究者 管理者

論⽂中組図の
画像スキャン

一般市民

⾮公開
リポジトリ

or

公開⽤
リポジトリ

不正対策の⼀環として、IQB では受理された論⽂の
• 最終原稿と図
• 論⽂に使⽤した全ての⽣データ
• 論⽂作成が適切に⾏われたことの「チェックリスト」
を所の研究倫理推進室へ提出することが義務付け
提出されたデータは⼀般への公開を予定
（現在は所内宛に公開）

論⽂情報登録

⽣データ
アップロード 研究公正機能

公開データへ
アクセス

進捗管理
ワークフロー

東⼤定量研開発
アルゴリズムの
組み込み

RIMS: Research Integrity Management System
研究公正管理システム
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⼤型研究プロジェクトでの事例
⽂部科学省新学術領域研究
『⾮線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解
（オシロロジー）』
• 領域代表︓南部篤(PM), 全10班(PI), 研究者40名
• GakuNin RDM 利⽤⼤学 (京都⼤学、名古屋⼤学、九州⼤学間でのデー

タ共有) 間での共同研究の実施
• 各組織内の全学共通アカウントからシステムを利⽤
• プロジェクト実施中のデータ管理・共有の他に、仮想組織として⼤型

プロジェクト終了後も共同研究を継続する⽬的
• 利⽤例︓遠隔地の⼤学院⽣(医師)がリサーチ・アシスタントとして

データを整備し、コア教員が監督
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研究データ管理計画
研究の実施段階から終了後に⾄るまでの期間において、研究
データがどのように⽣成、管理、共有、保存される予定かを⽂
章化するもの。
• ポリシーへの対応
• 海外の主要な助成機関は殆どDMPを要請
• AMED, JST, NEDOも要請開始
• 所属機関のデータポリシーにも含まれる可能性

• 研究の推進
• メタなラボノートとして活⽤し研究の質の向上

• ⾃⾝の研究データや記録が、正確、完全、真正で、信頼できることを保証
• データのセキュリティを⾼め、データ損失のリスクを最⼩化

• 共同研究者との共通⾔語として活⽤

29



管理情報の視点から⾒た先進的なRDM

• DMPを単なるドキュメントとして扱うだけでよいか︖
• YES︓e-Radの付帯サービスとしてPDFが出⼒できる機能があればよい。

• DMPに基づいた研究データ管理やその報告を必要とするか︖
• NO︓DMProadmapをe-Radのマイクロサービスとして運⽤
• YES︓研究データ管理ツールと連携したDMPに基づく運⽤

DMP
作成ツールe-Rad

研究データ
管理

申請システムの
マイクロサービス

管理ツールの
マイクロサービス

NO

DMP作成ツール活⽤の両側⾯

30

最低限 研究者のため



Progressive DMP

GakuNin RDMe-Rad 公開
基盤

1 DMP
作成基盤

管理基盤⽂科省

計画⽂書&
プロジェクト
情報

データ 管理情報 データ 公開情報

時系列
研究PJ情報DB

RDM状況の
モニタリング

NII RDC

2 RDMモニタリング基盤報告書の
半⾃動⽣成

RDC内のRDM関連情報をDMPを核として集約し進展状況を可視化

検索
基盤

公開データに
関連する研究PJ
情報の⼀部を
送信

連携
研究者: データ
の保存・管理

データライブラリアン︓
データリポジトリの運⽤

DMPの作成

申請されたDMPに基づく確認

FA: DMPの様式作成

PM or PI︓研究の 進⾏管理

URAやデータ
ライブラリアン︓
研究データ管理
の⽀援

DMPの提出

FA

プロジェクト作成

データ
公開

1 DMP作成基盤︓MSの共通データポリシーに基づいたDMPを作成し、他基盤に研究PJの基礎情報として提供
2 RDMモニタリング基盤︓計画から公開までの情報をDMPを核として集約しRDMの状況をモニタリングする基盤
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• 2019年度前半
• 管理︓研究活動サポート機能の強化＆運⽤体制の構築
• 公開︓ワークフロー機能の強化とシステム移⾏ツールの開発
• 検索︓KBの精細化＆複数アルゴリズムの導⼊

• 2019年度後半

• 2020年度︓本格運⽤

今後の開発と運⽤準備

32

スケールアウト＆運⽤システムの強化＆効率化

分野DBからの
データの取込み

連携機能の強化

JAIRO Cloud
移⾏実験

試⾏運⽤
ケーススタディ



⼈材育成
RDMトレーニングツールの開発と試⽤
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RDMトレーニングツールの開発
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研究データタスクフォース

事例調査

類型化

構成要素

⽇本語版構成案
海外の教材

⽇本語版教材を作ろう︕

国⽴情報学研究所（NII）
＋



第1弾教材
『オープンサイエンス時代の研究データ管理』
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受講者数 修了率
オープンサイエンス時代の研究データ管理 2,305 25%

gacco講座平均 4,145 15%

• 教養や話題性の⾼い内容の講座が多いなかで、当初は800⼈前後の受講者数を⾒
込んでいたが、予想を⼤きく上回り2,305名の受講者が登録

• MOOCの修了率は世界的に10%台であるなか、⾮常に⾼い修了率で講座を終了

• 基礎編
• JPCOARサイトにてスライド公開（2017 

年6⽉）
http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/

• JMOOC/gaccoで開講（2017年11⽉〜
2018年1⽉）
講義動画はNIIサイトで公開
https://www.nii.ac.jp/service/jmooc/
rdm/



第2弾教材
『研究データ管理サービスの設計と実践』
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• 研究⽀援職員（図書館員、研究⽀援職員（URA）、技術スタッフ
等）のための教材
• 研究プロセス（研究前、研究中、研究後）に沿って、具体的なサー
ビスの設計と実践について学ぶ

• JPCOARサイトにてスライド公開
（2018年8⽉）
http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/

• NIIが開発中の新オンライン学習プラッ
トフォーム（学認LMS）から公開予定



構成と内容
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章 内容

第1章︓序論 研究データ管理に関する基礎的な知識を学ぶ
• 研究データ管理とは何か
• 研究データ管理の重要性が増している背景
• 研究データ管理サービスとは何か

第2章︓サービス設計 ⾃機関の実情に合ったサービスを設計するために必要なことを学ぶ
• 組織づくりや機関としての戦略やポリシーの⽴案
• Data Asset Framework（データ資産フレームワーク）の活⽤法

第3章︓研究前の⽀援 研究者が研究を開始する前段階で、どのような⽀援が求められているかについて学ぶ
• 研究者が遵守すべきポリシーとは何か
• 研究資⾦配分機関等が求めるDMP（データ管理計画）の作成⽀援

第4章︓研究中の⽀援 研究者が研究を実施している最中に求められる⽀援について学ぶ
• 研究データの種類とセキュリティポリシーの関係
• データの保存と機関の役割
• 利⽤可能なデータの発⾒⽅法
• データの分析や可視化の⽀援⽅法
• 論⽂発表の際に必要とされるデータの取扱い
• データ管理計画の⾒直し

第5章︓研究後の⽀援 研究終了後に、得られたデータを公開することについて学ぶ
• データの公開前に確認すべきこと
• データの公開場所としてのデータリポジトリの選定
• 公開するデータに付与すべきメタデータ、識別⼦、ライセンスなど

第6章︓⽇常的な⽀援 ⽇常的な研究データ管理サービスについて学ぶ
• 研修の実施⽅法
• ポータルサイトの構築と提供すべき情報
• 窓⼝業務の実施体制
• 広報のための資料作成やアドボカシー活動の展開⽅法



⼈材育成のための共通基盤
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前処理 ログ保存

Moodle MongoDB

xAPI
Statements

IMS Caliper Event 
Store

PostgreSQL

ログ抽出
&

仮名処理

Dashboard 

Learning Analytics
API

LRS

学習ログの標準化

受講機関へのフィードバック

学習ログ解析チーム

学認LMS

• 機関として受講者を管理できる学習環境を整備
• コンテンツの改善や受講機関に適切な情報提供ができるように、受講状

況の分析システムを導⼊
• RDMに関する⼈材育成を共通基盤でサポート

受講完了
バッジ管理



新教材の試⽤プロジェクト
• 趣旨

• 新教材の正式な提供に先⽴ち、複数のモニター機関を募り、⼀定期間試験的に使⽤
してもらい、教材コンテンツ、システム、運⽤⽅式等について意⾒を集約し、教材
の改善に資する

• 試⽤期間
• 2018年8⽉27⽇〜10⽉12⽇

• 参加機関
• 北海道⼤学、旭川医科⼤学、東北⼤学、筑波⼤学、千葉⼤学、東京⼤学、新潟⼤学、

信州⼤学、京都⼤学、九州⼤学、⿅児島⼤学、早稲⽥⼤学、東邦⼤学、津⽥塾⼤学、
国⽴情報学研究所、国⽴極地研究所、国⽴環境研究所、森永乳業株式会社（全18機
関）
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職種 ⼈数 割合
研究者 16 11%
研究⽀援職員（URA等） 20 14%
図書系職員 83 58%
技術系職員 7 5%
事務系職員 9 6%
⼤学院⽣ 1 1%
学部⽣ 0 0%
その他 6 4%
合計 142 100%

アカウント発⾏数 168

コース登録者数 142

コース登録率 85%

コース登録者数 142

確認テスト修了者数 83

修了率 58%



オープンサイエンスと⼤学のIT化

協調領域と競争領域

共通インフラによる費⽤対効果

国際競争⼒の強化

アカデミックコントロール
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特にインフラ提供側からの視点



さらに教育的な視点に踏み込むと
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ブロックチェーンが
学びを変える︖
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⼀般的な反応
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yamaji@nii.ac.jp
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